
一般質問通告書 

受領日時 令和５年２月２７日 午前１０時３０分      ６番 氏名 荒川 滋  

   質問項目          質問の要旨 

1 圧倒的に子育て

しやすい環境を提供

してくれる町、未来

を担う若い世代、子

育て世代に選んでい

ただける町であるよ

うあと一手を 

(1)若者・子育て世代が住んでみたいと感じる住まいの確保策 

として空き家活用の推進と新たに若者向け町営住宅の建設 

検討を。奇跡の町と呼ばれる奈義町(岡山県)と聖地、神山 

町(徳島県)、子供は町の宝を掲げる梼原町(高知県)の取組 

みを合わせた五城目方式で。 

(2)誕生祝金の見直し(増額)や就学前までの給付金、各入学時 

に祝い金支給を。 

2006年、北海道の東川町から始まった１歳になった子供に 

手造りの椅子を贈る「君の椅子プロジェクト」。「ようこそ。 

君の居場所はここにあるよ」というコンセプトで現在は福 

島県の１自治体を含む１２カ所に広がっている。いっぽう 

湯沢市では 3年前から地元生産の曲げ木家具の椅子を新生 

児に贈っている。 

林業の町、職人の町の取組みとして１歳になった子供に五 

城目産木材(間伐材)を使用し五城目の技術で作製された椅 

子を贈っては。 

(3)魅力ある子どものあそび場整備を。 

町外に行かなくても子供を思う存分安全に遊ばせることが 

できる場所の整備が必要。これまで議会で何度も提言され 

てきたが遊具の移設と充実で、年次整備が進められる雀館 

公園のさらなる魅力向上を図り世代問わず憩える場所にす 

べき。  

2  町内経済の再生

と振興を 

(1)企業誘致と並行し町内事業所の育成と存続に向け、町発注 

の事業は町内業者の最大限活用を。例えば町功労賞表彰な 

どの記念品は町で生産された製品に。 

(2)経営者の高齢化や後継者不在により廃業を余儀なくされる 

事業所がある。地域の賑わい維持、産業としての技術と伝 

統の灯を消さないよう、普段から伴走型支援を展開してい 

る商工会と連携し進めるべき。 

また、八郎潟町店舗出店改修等補助金、八郎潟町商店後継・ 

起業者支援金、令和４年度に新設された井川町創業等チャ 

レンジ支援事業補助金は商工会員であることが必須となっ 

ている。 

地域経済の振興のため欠かすことのできない商工会の組織 

力強化と連携強化につながるよう、町がおこなう事業者向 

けの補助事業申請条件に商工会員必須とすることは出来な 

いか。 



(3)森林環境譲与税基金の一部を活用し、森林の持つ多面的機 

能と森林サイクルの重要性、つまり地球の未来のために森 

林整備はとても重要なのだという啓蒙事業をすべき。森林 

組合合併という大きな節目の今こそ林業の町復活の契機 

に。 

(4)昨年９月に環境基本条例が制定されたが、さらに踏み込ん 

だ目標である「2050年までのゼロカーボン宣言」表明に向 

けての予定は。(1月末現在、全国で 831自治体、県内では 

県、大館市、鹿角市、大潟村、由利本荘市、大仙市、湯沢 

市の 7例) 

3  町の魅力発信と

観光の取り組み強

化、健康寿命の延伸

で町のイメージアッ

プを 

 

(1)ソウルフードだまこ鍋のさらなる魅力発信を。 

五城目名物だまこ鍋は町内での取扱店が 10件を超えるまさ 

にソウルフードである。さらに広め「だまこで町おこし」 

を図るためにも民間を巻き込んだ仕掛けが必要だ。 

(2)朝市再興の機運醸成を。 

1495年の開始から 530年目となる再来年に全国朝市サミッ 

ト招致することにより朝市再興の機運を高めよう。 

また、それまでに、この度取得する予定の朝市大駐車場と 

周辺の環境整備を。(朝市駐車場の舗装、会場までの案内看 

板設置等) 

(3)健康と観光を同時に強化できるクアオルト健康ウォーキン 

グ導入を。成功例と言える三種町の取組みを参考に。 

本町では、野鳥の森、雀館、道の駅自然観察園、森山一帯 

といったコースが想定できる。 

(4)現在通行止め立ち入り禁止の森山管理道路に代わって法定 

外道路を新規ルートとして考えていると前回答弁された 

が、新規ルート開拓することを進めたのはどの部署か。 

森山管理道路の移管を受け整備するとなれば膨大な費用が 

掛かるということだがいくらか。新規ルート開拓の場合は 

いくらか。 

また、新規ルート開拓に対し、出羽山岳会、山遊会、もっ 

と森山をもりあげ隊など愛好者の声はどういったものであ 

ったか。 

(5)2月 10～12日に開催された【生活観光モニター企画・五城 

目町の暮らしを旅するツアー】の日程 2日目午前は森山散 

策で当日は快晴。森山でのツアー行程は管理道路を使用で 

きないため第 2高地には登らずふもとの散策のみであった 

が、ツアー参加以外で第 2高地から降りてきた人の多くは、 

「今日は最高だった」「感動の眺望を参加者に見ていただき 

たかった」と。今後の同事業の魅力を高めるためにも、あ 

らためて管理道路の開放に向けての努力を望む。 

また、管理道路の立ち入り禁止が解決し、森山と酒蔵、美 

酒が揃う五城目が NHKの「にっぽん百低山」で取り上げら 

れるのが目標、望み。町の考えは。 


